
がんとどう付き合うか

肝がん
予防と診断・治療、社会復帰と緩和ケア

この冊子は、宝くじの普及宣伝事業として作成されたものです。
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肝がんの発生

肝がんの原因
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肝がんの予防

肝がんの早期発見
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画像診断

超音波検査

CT検査
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MRI 検査

図1 CT
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図2 DSA

図3 IVR-CT

血管造影検査
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超音波ガイド下腫瘍生検

肝がんの発生を疑ったとき



肝がんの治療法
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肝がん治療の組み立て

肝がんの進行度と
肝予備能から見た
肝切除、穿刺療法、
肝動脈塞栓療法
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病期（ステージ）

肝がんが、

① 直径2cm以下である

② 1個だけである

③ 血管侵襲（がんが血管の中に入り込んでいる状態）がない

という条件のうち

ステージ1：　①、②、③のすべてに合致

ステージ2：　①、②、③の2項目に合致

ステージ3：　①、②、③の1項目のみに合致

ステージ4：　①、②、③の1項目も合致しない

さらに、リンパ節転移があるもの、遠隔転移（肝臓以外の身体部分

に転移がある）は、①、②、③にかかわらずすべてステージ4となり

ます。
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系統的亜区域切除
術中超音波で腫瘍の位置
を確認し“がん”を取り
巻く血管に色素を注入し
担がん領域を確実に切除
します（参考資料5）。

外科治療

＊ ICG検査：肝機能検査の一つ

3 穿刺療法

2
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①エタノール注入療法

② ラジオ波焼灼療法

経動脈的治療　4
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肝がんの治療と社会生活

1

2

肝がんの進行に伴う症状と主な注意点

肝硬変やその合併症の伴う症状と主な注意点
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3

4

肝がん治療後の症状と主な注意点

肝炎ウイルス感染に対する主な注意点



緩和医療

15
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全国がん（成人病）センター協議会に属しているこれらの施設は、がんの専門医が多数働いていて、がんの診断・
治療及び研究に積極的に取り組んでいます。 
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本冊子から無断転載・複製はお断りします。

皆様のあたたかいご支援ご協力をお願いいたします
ご寄付のお申込み、お問い合わせは財団法人 がん研究振興財団までお願いいたします
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